
職制を6年主望月虫議員　　モーう石

二
二
二
二千固

撃
．
宣
持
去
費
用
＝
事
警
固
、
．
山
　
盛
徒
費
梯
も
ど
し

計
門
馬
七
千
回
の
わ
ん
出
に
つ
い
て
親
好
申
一
月
門
口
よ
り
恕
口
湖
に

務
雫
円
債
に
膵
博
し
た
も
の
で
あ
る
。
宿
さ
れ
る
奄
闊
前
校
氷
上
選
手

を
等
議
し
た
結
果
訳
の
よ
う
な
吉
見

芸
美
果
列
の
よ
う
な
彗
銅

た
。

結
氷
が
意
外
に
遅
れ
て
練
習
が
出

．
目
標
を
国
体
を
置
く
こ
と
に
t

結
局
い
ろ
い
ろ
な
角
腎
か
ら
こ
の
間
層
に
相
場
像
定
で
あ
っ
た
本
校
ホ
ッ
ケ
ー
廃
校
の
基
金
と
し
て
三
十
億
閲
を
支
出

横　沢
大　て
領■　撃

十　叫　す
憶　rn　る

弘
光
肇
校
振
興
、
附
＝
の
基
金
は
、
二

回
と
す
る
こ
と
廟
戦
陣
は
、
私
立

振
興
費
は
法
人
と
す
る
。

生
徒
総
会

謝
恩
基
金
規
定
を
可
決

十
一
β
二
十
六
月
に
行
わ
れ
た
捻
務
委
員
会

で
別
滴
の
よ
う
な
「
謝
恩
基
金
規
定
」
が
二

三
の
質
を
ほ
ど
こ
し
て
洩
過
．
二
十
九
日

の
生
徒
給
金
で
満
場
t
致
こ
れ
を
可
決
し
た

「
謝
恩
基
金
規
定
」
は
本
校
職
良
の
結
婚
一
、
死

亡
、
傷
晋
、
病
気
な
ど
に
本
校
生
徒
の
竜
と

し
て
五
首
円
か
ら
八
千
円
を
あ
く
る
も
の
で

あ
る
○

末
だ
パ
チ
ン
コ
屋
に
入
っ
て
い
る
者

が
い
る
。
こ
れ
迄
の
取
締
り
は
消
極

的
だ
つ
た
が
こ
れ
か
ら
は
凝
極
的
に

や
つ
て
ゆ
く
稜
わ
だ
。
叉
教
室
内
で

規
定
の
初
適
用
■
■

細
澤
、
柳
舘
両
先
生
に

紆
紆
漁
許
経
常

≡
懐
索
傷
層
四
千
阿
以
下
滴
用
）
を
昇

柳
館
先
生
千
図
七
滴
摩
先
生
干
東
百

舞
金
と
し
て
お
く
る
こ
と
に
決
定
、
十

一
月
三
十
首
の
線
現
委
員
色
に
提
出
さ

▲
紗
館
先
生
千
個
撃
表
が
田
、
採
決

結
果
後
者
が
深
澤
さ
れ
た
。

帝
麺
的
に
取
締
習

小
沢
生
活
委
員
長
語
る

十
一
月
三
十
日
の
漁
誘
要
員
魯
の
席
上

か
狩
生
清
零
貞
民
は
最
近
の
札
紀
取
締

状
祝
に
つ
い
て
次
の
渚
り
蜃
つ
た
○
′

は
十
】
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
行
わ
れ
た
。

労
働
法
座
　
乗
等
本
校
を
巣
立
つ

高
二
産
院
十
二
月
十
三
日
肝
労
政
課
貞

に
よ
り
野
働
茅
座
が
行
わ
れ
た
p
、

中
一
の
良
粛
望
む

禽
長
、
生
徒
線
骨
で
語
る

小
澤
生
活
要
員
長
－
現
在
ま
で
は
消
極

的
な
活
動
し
か
し
て
い
な
か
つ
た
が

こ
れ
か
ら
は
綾
嘩
的
に
指
導
、
注
意

、
高
校
8
0
囲
中
学
銅
囲

療
ツ
ケ
1
郡
遠
征
費

昭
和
二
十
六
年
度
イ
ソ
タ
、
－
杯
ホ
ッ
ケ

ー
戦
へ
の
露
征
雲
出
資
に
つ
い
て
ホ
ッ

ケ
ー
郭
か
ら
費
用
徴
集
の
件
が
十
二
月

十
二
日
の
総
務
蚕
員
留
に
提
出
さ
れ
た

湯
一
條
　
本
基
金
の
珠
算
額
は
絶
後
算
術
竺
丁
三
％
と
、

す
る
。

第
二
嘩
　
本
基
金
の
適
用
者
は
本
校
職
員
と
す
ろ
。

第
三
傭
　
本
基
金
は
左
記
の
事
項
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ

る
〇一
、
出
生
　
第
一
子
の
場
合
の
み
五
百
閻

二
、
結
滑
　
干
間

三
、
病
気
、
傷
害
四
千
囲
以
下

四
、
死
亡

ィ
、
勒
綬
三
年
以
下
　
干
囲

ロ
、
勤
続
七
年
以
上
十
五
年
皮
下
二
千
－
五
千
時

ハ
、
勤
続
十
五
年
以
上
五
千
1
八
千
図
　
・

こ
、
本
校
職
員
の
配
鳳
着
の
死
亡
の
盛
会
は
右
の
竿

頭
と
す
る

第
四
億
　
本
基
金
適
用
の
際
は
総
務
委
員
留
を
開
い
て
詳

細
を
決
定
す
る
○
乱
本
基
金
が
不
足
し
た
場
合
は
総
軍

委
員
合
の
決
定
に
よ
り
不
足
額
を
生
徒
間
よ
り
徴
集
す

る
こ
と
が
出
来
．
る
．
。
予
離

補
　
　
則

第
－
億
「
ぢ
l
上
の
傑
項
に
な
い
こ
と
を
協
議
決
定
す

る
場
合
に
は
す
べ
七
聴
萌
芽
鼻
骨
で
行
う
。

二
、
本
療
雇
は
昭
野
手
六
年
十
十
月
三
日
よ
や
こ
ね

∵
を
義
行
す
る

本
年
度
築
二
回
生
徒
総
督
は
十
月
二
十

九
日
G
，
G
の
時
間
に
講
堂
に
於
て
行

わ
れ
、
八
重
樫
昏
長
外
替
常
圧
委
員
長

か
ら
犬
塾
魂
の
よ
う
な
欄
告
が
あ
っ
た

（
本
琶
体
育
盛
員
長
欠
）

八
尋
戦
費
民
肌
申
孝
二
学
生
は
落
ち
つ

き
が
な
い
。
ま
る
で
か
学
校
の
生
徒

だ
も
う
少
し
静
か
に
他
人
の
議
を
由

「7億完－；言
絹
折
損
。
（
委
員
琵
艶
錯
卜
那
絹
律
絹
絹
の

る
0
校
友
留
雄
藩
「
石
啓
J
も
星
野
琴
に
放
て
行
わ
れ
る
同
大
唇
へ
本

全
然
磨
行
し
て
い
な
い
学
校
も
T
J
れ
ほ
来
る
】
月
四
、
五
、
六
日
に
民

＝
現
在
ま
で
の
文
化
部
の
活
動
は
運

動
部
に
封
し
て
別
に
ひ
け
を
と
る
ほ

ど
で
は
な
い
。
今
後
も
大
い
に
頑
張

る
。

㌧
㍉
H
　
∴
∵
㍉
－
∵
±
∵
∵

L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目
詩
地
区
P
・
T
・
A

㊥
高
校
、
申
撃
と
も
に
二
手
国
　
　
有
攣
6
円
は
排
も
ど
l
と
な
っ
た
っ

こ
、
れ
を
各
議
長
は
ク
ラ
ス
に
持
ち
腐
っ

て
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
十
二
月
十
二

探
挿
さ
れ
た
。

硬
で
試
駿
を
行
う
。

公
賓
員
採
用
試
故

本
校
P
町
A
、
指
導
郡
ヰ
億
の
第
二
回

地
区
懇
談
葛
は
、
十
二
月
二
日
赤
石
申

慧
買
の
絵
警
改
善
す
る
た
め
、
鳶
轟
写
せ
る
方
等
霊
。
天
空
㌃
完
筒
に
幕
は
せ
四
時
響
き
や

文
芸
の
経
讐
封
す
姦
助
聾
を
方
法
室
岡
は
慧
邁
急
増
。

．
私
聾
振
興
骨
を
設
立
∴

三
十
億
囲
．
政
府
が
支
出

㍉
」
㍉
．
－
㌍
∴
言
㍗
小
平
∴
ユ
㍉
∵
∴
・

糊潤郷獅絡闇J

一
膝
の
案
が
出
来
上
っ
た
の
で
、
久
選
戊
に
必
要
な
等
預
を
行
い
、
も
つ

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
弘
光
学
校れ

に　帯

周
す
る
法
案
の
作
成
を
急
い
で
い
た
が
紆‾蘭‾法
互　す　案
決　る　要

綱
一
句
弘
光
零
硬
の
経
費
に

貰
、
弘
光
嬰
校
の
教
職
員
の

か
に
散
解
し
た
。

学
校
行
事
予
定

勒
事

業
そ
の
他
私
立
学
校

田
管
理
応
民
が
五
日
の
自
由
経
線
苛
豊
丑
畢
校
の
教
育
の
振
興
を
周
る
ー

と　－こ　の

を　私　助

で
こ
れ
を
祝
萌
し
た
。
自
由
鴬
で
は
こ
富
商
と
し
て
私
虎
嚢
校
振
興
膏
を
設
光

二
十
五
日
　
冬
季
休
業
開
始

三
十
一
日
　
間
理
事
長
墓
参
（
於
久

昌
等
十
時
よ
り
）

t
…
－
■
l
一
重
■
l
…
ぎ
t
l
書
≡
l
t
三
≡
l
三
▽
一
月

い
て
欲
し
い
。
又
園
雷
委
員
菅
で
園

⊥
琴
費
が
傍
ら
な
い
と
云
づ
て
い
る
が

こ
れ
な
ど
は
我
々
の
崖
晴
の
一
邦
を

占
め
る
詔
書
の
こ
遽
為
る
わ
で
必

ず
出
し
て
貴
い
牢
㌢
■

津
畜
車
習
委
員
長
日
本
校
の
生
徒
は
亀

頭
が
足
り
な
い
。
先
頃
ま
で
一
時
硯

申
い
ろ
ん
な
本
を
調
ん
で
居
た
と
患

っ
て
荘
悪
す
る
と
今
厚
は
議
は
か
り

し
て
ノ
ー
、
ト
を
と
っ
て
い
る
生
徒
が

′
少
い
。
先
日
仙
台
に
行
っ
た
の
で
あ

る
が
評
に
よ
く
勉
覇
し
て
い
ろ
。
月

環
を
も
っ
て
大
い
に
重
苦
し
て
呉
れ

大
矢
出
版
委
員
長
日
新
閲
は
今
迄
四
国

し
か
褒
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
内

の
他
校
に
比
べ
て
劣
る
わ
け
で
は
な

糖
承
式
行
わ
も
∵
・
■
耶
離
封
鋸
鋸
つ

轟
さ
れ
た
。
大
体
以
前
か
ら
顔
ぶ
れ
の

．
首
だ
正
式
に
決
定
し
て
い
な
い
又
町

石
汐
留
偲
訝
委
員
脅
並
び
七
各
港
任
要

員
習
．
暦
援
垣
の
憲
二
二
役
貞
か
ら
高
二

に
温
限
を
譲
や
渡
す
要
録
長
障
承
式
は

委
員
帝
顧
問
正
夢
、
同
書
委
員
禽
栢

崎
藩
嘲
、
應
緩
慢
長
下
河
原
拳
飼
郎

三
豪
農
の
後
任

L
た
こ
と
は
云
一
み
な
い
。

本
喜
体
育
委
員
定
款
　
高
二
の
田
村
君

に
お
庭
い
し
て
い
た
が
、
瀬
川
0
0

署
と
な
る
の
で
は
な
い
か
9

小
澤
生
活
委
員
長
　
委
員
留
を
開
い
た

緒
果
市
川
冨
苫
威
治
君
が
後
任
と
正

式
に
決
定
し
た
。

一
日
　
新
年
祝
賀
式
　
十
時
空
校

十
　
日
　
高
校
講
習
開
始
（
二
十
日

ま
で
）

十
四
日
　
中
学
等
習
開
始
（
二
十
日

享
で
）
二
十
l
R
　
冬
季
休
業
礁
了
（
八
時

四
十
五
分
全
員
登
校
）

H
 
R
　
便
　
り

や
っ
て
い
る
。
（
M
）

中
三
　
車
乗
を
前
に
し
て
、
撃
親
の
記

一
乙
　
撃
校
に
入
学
し
て
か
ら
、
撃
殺

新
聞
を
二
回
し
か
凝
行
し
て
い
な
い
の

で
今
後
も
つ
と
内
容
を
固
め
て
、
多
く

薪
僧
を
つ
く
り
た
い
と
偲
っ
エ
い
る
。

（
S
）
二
甲
　
撃
談
で
野
球
の
す
き
な
も
の
だ

け
報
っ
て
償
鬼
増
欄
バ
■
戯
凛
徒
に
、
学

倭
で
潔
っ
た
野
球
茸
島
で
毎
月
梁
し
く

念
吊
最
を
十
九
日
放
讃
後
謁
し
た
。

三
甲
　
事
業
を
向
に
し
て
又
重
雄
誌
を

つ
く
る
俊
定
に
な
っ
て
い
た
が
、
預
翠

そ
の
他
の
濁
係
で
未
だ
問
題
が
頻
っ
て

い
る
の
で
確
定
は
も
て
い
な
い
や

≡
G
　
同
家
公
磯
貝
潮
騒
申
込
希
望
者

は
0
0
名
い
る
。
．
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示
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
1
一
イ
チ
イ
志
、
本
搾
後
援
、
新
作
「
中
吾
”
鳥
．
牒
場
合
牒
滝
㌍

㌍
二
十
㍉
∵
二
十
㌦
∴
∴

靂
喪
時
親
と
云
う
こ
と
に
な
り
そ
の
一
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
伺
賛
助
出
演

㍉
工
。
∴
㍉
了
㍉
㍉
∵
∴
∵

㍉
言
∵
工
∴
工
㍉
十
㌧
卓
二
y
ス
ー
コ
㌃
・
ト
・
∵
言
∴
∴
∵

に
行
う
志
向
で
大
体
次
の
様
な
週
間
ブ
ラ
け
・
グ
ラ
ム
衣
の
通
り
。

ロ
を
作
成
し
い
よ
い
よ
冬
期
休
業
の
壁
㊥
薦
一
都

こ
れ
に
つ
い
て
は
昨
年
か
　
ら
色
々

と
論
議
さ
れ
て
充
た
が
、
末
ゼ
に
具

体
的
な
案
が
出
さ
れ
ず
ウ
ヤ
ム
ヤ
に

な
っ
て
い
た
も
の
で
、
も
し
こ
れ
が

軍
現
す
れ
ば
来
春
か
ら
正
式
に
凄
足

I
㊥
壁
面
　
①
男
牽
合
唱
秋
の
日
暮
、

買
気
運
高
ま
牒

来
春
か
ら
正
式
蓉
足
か
．

政彦委員骨
れ
て
い
た
が
、
今
隊
高
二
一
佐

々
木
聞
、
高
二
大
山
信
雄
君

な
ど
に
よ
っ
て
放
廼
員
留
を

設
盈
1
よ
う
と
い
う
と
い
う

窺
連
が
高
ま
っ
て
来
た
。

△
月
曜
日
　
十
二
睦
二
元
分
－
－
四
〇

分
迄
　
撃
校
1
ニ
ー
ス
四
〇
分
7
－

一
時
迄
　
レ
コ
ー
ド
青
票
（
放
逸
曲

の
選
糟
は
生
徒
希
望
に
よ
る
）

△
火
曜
日
　
テ
ユ
ー
ス
　
（
十
二
時
三
五

分
・
・
ト
ー
四
〇
分
）

8
　
四
〇
分
よ
り
一
時
、
座
談
曹
（
校

内
外
開
講
あ
れ
こ
れ
）

b
　
コ
ー
ラ
ス
（
嘗
禁
部
員
に
よ
る
）

（
伺
A
、
B
は
交
互
に
一
週
置
）

十
二
二
。
∴
．
ト
巨
ト
ト
．
．
巨
「
．
ミ
ミ
享
′
、

△
摘
曜
㌘
‥
笥
㌍
縞
目
用
筆
．
一
同
鷲
他
工
場
八
追
慧
1
・
2
木
村
（
八
戸
申
）

∴
∴
．
　
二
－
∵
∵
㍉
∵
∴
∵
∴
ニ

摘
…
謂
約
2
1
1
中
村
（
三
関
墨
。
申
）
等
主
藤

粕
過
髭
鞘
l
四
五
分
迄
「
㌢
断
わ
か
恒

△
水
曜
日
　
十
二
時
三
森
分
1
－
四
〇

分
′
ニ
ュ
ー
ス
四
〇
分
1
1
二
時
レ
中
学
卓
球

準
決
勝
で
敗
る

十
二
月
1
1

1
8
。
に
行
わ
れ
た
申
車
卓
疲
犬

新
作
「
平
和
」
な
ど

・
盤
内
労
生
備
品
費
表
会

億　濁　六

「
ト
ン
を
窒
演
　
丁
衛
生
に
も
㌣
気
忘
れ
．
と
云

パ
ン
屋
さ
ん
自
由
説
等
を
語
る

令
で
あ
っ
た
が
1
。

わ
か
り
ま
せ
ん
な
（
こ
の
時
の

さ
ん
の
表
情
に
は
自
由
現
等
を

ま
た
い
よ
う
な
鮎
が
チ
タ
タ
と

ら
れ
た
）

五
行
ア
ン
ケ
ー
ト

も
申
し
上
げ
ら
れ
言
ん
。
訂
な
い
‡
ぅ
信
健
か
ら
、
先
生
方
の

シ
戻
空
一
軒
に
し
て
自
由
競
甲
憾
味
と
生
晴
の
忘
を
少
し
く
云
つ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
（
到
署
闇
）

⑦
趣
味
　
㊦
愛
讃
苗
　
何
好
き

な
食
物
　
㊥
禽
敬
し
て
い
る
人

物
　
伺
白
慢
出
来
る
物
事

先
日
の
粗
葬
要
員
酉
で
高
1
0
の
委
員

か
ら
「
バ
ツ
屈
を
二
軒
に
し
て
自
由
襲

撃
に
L
た
ら
ど
う
か
」
と
提
案
さ
れ
一
あ
る
が
1
－
。

私
も
そ
の
こ
と
は
耳
に
し
て

ア
ソ
ケ
ー
ト
な

。
そ
れ
は
教
師

⑧
リ
ン
ゴ
J
そ
ば
　
何
撃
た
云
分
で

と
の
閲
は
よ
巾
智
接
で
な
け
れ
ば

ら
暖
が
多
い
が
1
－
も

圭（劉クト朝「

僅　混　ヲ　典
者　渾　プ　カ
側．合　）　ン
唱

令
は
十
】
月
十
九
、
二
十
の
南
日
市
内

七
校
が
参
加
し
て
顧
公
留
望
第
一
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
本
校
か
ら
水
揮
葦
田

夫
作
の
「
ト
ン
ネ
ル
」
が
上
演
さ
れ
異

様
な
セ
ナ
ト
で
期
待
さ
れ
た
が
、
効
果

「
中
和
」
　
　
　
　
　
■
▽
ス
タ
ッ
フ
　
演
出
東
宏
　
舞
台
乾
昏

で
は
多
慧
慧
ら
れ
ん
こ
㌃
山
信
雄
芸
事
夫
方
雲
●
泉
渾

盛
岡
畢
生
苦
無
友
ノ
膏
の
主
催
の
？
旦
▽
キ
ャ
ス
ト
■
　
常
…
秩
演
悟
妃

旬
湛
盛
合
密
つ
む
ぎ
の
敬
三
マ
ス
コ
ソ
サ
ー
ト
は
、
十
二
月
二
十

留
…
東
　
　
宏

な
い
よ
う
フ
グ
を
し
て
待
っ
て
い
る
っ
一

二
二
二
。
い
∵
▲
㍉

で
覚
る
よ
り
室
が
あ
れ
ば
そ
ち
ら
の
方

に
移
り
た
い
と
い
つ
で
も
希
望
し
て
い

原稿杉暮ら
会絶「石櫻」第48号

閏
版
委
員
菅
で
は
二
十
五
周
年
を
記
念
す
る

石
慣
昏
々
沫
「
市
警
第
四
十
九
現
を
顧
行

す
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

こきお品芸⑧えユ讐
ネ
ん
の
「
唯
一
者
と
そ
の
所
有
」

牽

る
自
分
で
あ
り
た
い

に
あ
り
ま
せ
ん

眞
一
郎
先
生
　
の
生
物
を
愛
育
ヰ

と
ケ
天
之
育
瞥
無
偏
私
〃
を
信
保

て
　
㊥
天
野
貞
凝
着
「
生
き
て
行

い
と
思
っ
て
屠
り
ま
す
の
で
職
員
、
監
筒

先
筆
、
父
兄
一
人
洩
ら
ず
摂
っ
て
膵
葬
下
さ

れ
る
よ
う
切
望
し
ま
す
。

種
目
論
文
、
詳
論
、
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
小
夜
、
随
筆
、
惑
術
批
評

そ
の
他
。
「
私
の
緊
申
時
代
」

締
切
　
盲
二
十
市
R

宛
先
相
隣
要
員
領
空
器

礪
行
汝
定
　
二
月
中
旬

版委員
白　二　小　野　そ
甜三　笠貞　し
向
K
・
K
？
▼
　
㈲
不
精
ひ

け
足
揮
至
先
生
　
の
謁
眞
、
狩
　
㊥
カ

極
少
農
の
ア
ル
コ
ー
ル
　
＠
天

㊥
向
物
も
な
い

晋
先
壁
　
¶
雷
柴
　
⑧
岩
田
拉

諸
作
品
　
魚
キ
ヤ
ペ
ア
l
甘
納

く
道
」
河
合
柴
次
郎
著
「
撃
右
記
」
池

田
深
著
「
自
由
と
規
律
」
　
⑨
ス
キ
挨

最
近
の
購
入
陶
書
大
冊
訳
鮨
作
品
斐
　
妻
金
の
仔
牛
　
国

る
。
阪
東
署
初
は
職
員
彗
喋
り
で
大
襲
甘
界
文
辱
貪
集
（
ホ
フ
マ
ン
、
ゾ
ラ
、

よ
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
ナ
ロ
ー
ペ
ー
ル
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
・
ゾ
ラ
）

l
パ
ン
屋
を
随
止
せ
よ
と
云
～
署
が
首
寛
直
訳
作
品
等
　
石
川
暖
水
作
品
集

l
一

木
口
濁
歩
■
石
川
啄
木
父
の
心
配
そ
黒
岩
が
慧
芸
術
に
苧

有
島
武
威
作
品
集
　
日
本
の
こ
ゝ
ろ
　
㌃
も
の
　
㈲
甘
い
も
の
で
も
よ
し
、
か

∴

∴

㍉

∴

・

－

－

．

ご

稲
タ
の
弊
害
が
あ
つ
て
も
是
非
と
も
必

要
な
深
覿
な
問
題
、
或
い
ぬ
ま
た
、
パ

チ
ン
コ
に
し
ろ
、
開
発
が
許
さ
れ
て
い

る
以
上
、
そ
れ
を
し
た
と
こ
ろ
で
刑
法

に
閣
れ
る
程
習
い
こ
と
に
は
な
つ
で
な

こ
の
例
に
習
っ
て
、
小
、
中
学
生
も

蒜
で
好
悪
と
ス
リ
ル
を
そ
そ
る
の
て
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
と
で
あ
る
。
癌
の
入
寂
を
陛
倒
で
き
る
程
の
入
管

∴
－
．
㍉
．
∵
㍉
∵
∴
」
∵
十
．
∴
∴

増
鏡
新
鹿
、
徒
然
草
、
屋
根
買

入
、
平
岸
物
評
、
蛙
、
後
世
へ
の

牽　最　の

つ
の
層
託
を
求
め
て
所
行
を
待
つ
。

一
橋
に
カ
ウ
ボ
ー
イ
で
あ
る
と
か
、
や

れ
ド
ナ
ル
．
ド
で
あ
る
と
か
、
た
だ
硯
カ

だ
け
で
そ
の
場
限
り
の
興
味
を
浸
番
か

に
な
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
は
今
日
そ
れ

（
伏
二
億
）

高
校
壁
か
ら
大
学
生
獲
り
に
な
る
と

程
驚
く
に
償
し
た
い
こ
と
l
一
．
な
っ
て
い

る
し
、
大
入
や
青
年
蘭
の
問
で
は
、
余

り
上
等
と
は
云
乙
な
い
娯
賢
の
パ
チ
ン

コ
Ⅴ
冬
期
に
入
る
や
、
宿
隆
盛
の
棟

ら
得
て
い
る
の
み
で
あ
る
○

切
れ
目
も
な
く
、
訳
々
と
簡
閲
的
な

興
味
を
つ
な
げ
て
い
る
毎
日
。
カ
ウ
ボ

ー
イ
と
は
云
う
も
の
の
、
よ
く
考
J
L
て

み
る
と
、
荒
木
叉
南
門
や
岩
見
重
太
妨

タ
y
ク
ロ
ー
等
々
の
類
と
比
べ
れ
ば
、

で
あ
り
・
そ
れ
が
一
つ
の
張
い
流
行
と
軒
し
く
こ
び
。
つ
い
て
い
る
の

も
な
れ
ば
、
こ
れ
は
大
襲
な
こ
と
で
あ
川
に
な
っ
て
い
る
。
子
供
達
の
間

信
頼
し
て
い
る
一

も
の
は
喝
カ
に
持

り
、
子
供
の
思
考
力
を
勝
痔
さ
せ
、
そ

の
持
紀
を
密
ら
せ
る
習
慣
を
養
っ
て
い

る
こ
と
に
な
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
靂
蜃
人
気
と
い
う
も
の
は
、
攣
ん
で
牢
琵
挙
っ
て
い
る
し
、
慎
吾
に
考
え
さ
せ
ら
れ

が
見
守
り
、
注
語
を
は
ら
っ
て
や
ら
ね
γ

ほ
な
ら
た
い
鮎
が
あ
る
や
」
体
そ
ん
旦

△
賀
川
豊
彦
氏
の
著
書
の
串
に
「
子
供

に
荒
年
前
皆
の
こ
別
で
、
叱
ら
れ
た
の

忘
れ
て
し
ま
う
の
が
習
通
で
あ

漬
物
、
十
六
誓
軍
票
、
墓
得
㌻
随
分
誓
問
飛
行
し
た
か
っ
た
。
高

彗
邸
間
と
自
由
、
イ
ワ
ン
の
馬
靡
、
ニ
嘉
ら
空
へ
、
の
引
挽
ぎ
で
大
蛭
御
迷

径
誠
ヘ
ッ
ト
、
カ
ラ
了
ゾ
フ
の
兄
弟
あ
く
を
か
け
申
謬
な
く
思
っ
て
い
る
。

愛
と
偶
然
と
の
戯
れ
、
多
情
俄
雪
マ
ス
柑
間
誓
言
で
は
今
カ
メ
ラ
マ
ン
を

ー
ン
・
レ
ス
。
オ
、
怖
蘭
丙
文
撃
史
序
訂
異
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
高
二
か
電

設
、
伯
父
ゾ
1
一
二
て
イ
ノ
ッ
ク
ア
ー
二
の
生
徒
、
三
1
ス
謂
眞
寵
形
に
自

デ
ン
、
拝
観
毒
筆
．
・
、
ル
自
博
、
ア
計
の
あ
る
着
妄
望
む
、
希
望
者
は
高
二

呼
叱
ら
な
い
で
育
て
る
方
法
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
「
子
供
を
叱
ら
な
い
で
子

供
自
身
に
悟
ら
せ
る
標
に
、
周
翠
の
大

人
が
努
力
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

大
人
の
大
人
た
る
根
気
を
も
っ
て
常
ら

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
云
わ
れ
て
雷

は
ハ
ツ
と
し
た
わ
っ
　
こ
っ
ち
は
す
っ
か

り
忘
れ
て
い
た
ん
た
」
と
云
つ
て
い
た
。

こ
ん
な
こ
と
は
撃
校
生
活
で
は
し
ば
し

は
見
ら
れ
る
一
群
而
で
あ
る
。
生
徒
を

な
け
れ
ば
な
ら
た
い
」
と
あ
る
。

▽
先
生
と
は
生
徒
を
叱
る
も
の
で
あ
る

A
先
生
が
「
こ
の
間
或
る
生
徒
に
先
生

叱
る
先
生
は
、
何
も
に
く
し
と
て
た
た

く
に
あ
ら
ず
竹
の
雪
で
あ
ろ
う
か
ら
、

五
年
も
月
月
が
撃
て
ば
、
い
や
そ
の
日

ろ
う
。
だ
が
叱
ら
れ
た
生
徒
は
そ
う
は

い
か
な
い
ら
し
い
。

▽
先
生
に
も
根
気
は
あ
る
。
そ
れ
は
二

定
の
所
に
行
ぐ
と
爆
凝
す
る
恐
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
ど
う
で
す
諸
君
静
か
だ

な
さ
つ
て
は
　
（
な
ん
だ
か
襲
な
文
章
で

ル
ル
の
女
、
小
島
の
巣
、
小
さ
さ
考
へ

生
れ
出
す
る
悩
み
、
お
尻
に
召
す
ま
ま

小
修
の
紳
掟
、
眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に

ワ
1
．
ヅ
ワ
ー
ス
詩
東
、
ウ
イ
ー
ク
フ
ィ

ル
ド
の
牧
師
、
中
家
物
置
、
突
し
き
誘

い
、
ニ
天
姉
妹
、
樫
の
岡
、
寺
田
貫
軸

随
筆
集
、
哲
字
書
腰
、
キ
リ
ス
ト
教
の

本
寛
）
時
事
年
疫

A
の
桃
蒋
恒
星
ま
で
。

V
庶
啓
か
ら
元
の
人
々
が
主
に
措
勤
し

／
」
く
れ
ま
す
か
ら
御
期
待
下
さ
い
。
秋

濱
悟
妃
、
大
山
信
雄
、
粟
栖
保
之
助
、

晴
上
修
啓
、
安
部
彰
一
、
村
松
武

者

　

　

　

　

　

　

☆

☆




